
第七回「リパライン語を考える会」事前資料 

今回のテーマ 
第七回「リパライン語を考える会」では、前六回分を振り返る。これまでに確認された問題点を振

り返り、リパライン語学の問題意識を醸成したい。 

第一回 (機能語 i) まとめ 
事前資料 議事録 
 

●​ 構文曖昧性が感じられたらiは入れるべきそう 
●​ 構文曖昧性が無くてもスコープの方向がキモい(今回分かったのは動詞から遠ざかる方

向に開いている接置詞句)ときは割とほいほい入りそう 
●​ 動詞句(45番のjosxeer句)とか副詞句(3番malfiが出た。今使わねえよ!)とかにも結構出

てきそう 
●​ zu句をiで〆るやつがまあまあ出てきたがlex Vをiで始めるやつが見当たらない 
●​ il, ilsは絶対比較ではという説が出た。それに伴って比較の絶対性にグラデーションがあ

りそうという話が出た。比較表現を深めなければならない。 
●​ il<e le説を推していけ 

第二回 (lex二連の禁) まとめ 
事前資料 議事録 
 

1.​ la lex lexは格接辞を使えばセーフそう 
2.​ eo lex lexはどうなんだろうなあ 
3.​ コーパスが少なすぎて話にならん 

第三回 (動詞連体形派生語尾 -erl) まとめ 
事前資料 議事録 
 

1.​ V-erl 
　1. -'iに来るもの 
　2. （-'iが埋まっている場合）そうした結果できるmors 

2.​ -erlはかなり曖昧性が強いという意識があるらしく、他の動詞派生語尾で表せる場合は避
けられる傾向が見受けられるようである (特にV-erl e’iとしてまで-erlを使うことはない) 

3.​ -erの方が-erlより有生性が高い傾向にあるが、例外も存在する 

第四回 (-'sと-'iの省略規則) まとめ 
事前資料 議事録 
 

https://docs.google.com/document/d/1a5PGbCS0vlDpZ3WnZuDzXXvyXvENarR0t7l83It9BSc/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/11IeANQvwN6jZcIsLROIQN9xo980zmkurMmi48m1u1gY/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1qe7M26zykchjEqb7V_5fGNG6Y3F_9y5hoLzx2CrWKio/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1t1uFyofD0UNHMI0WABf9C5kWC8EhUftPFvAGEtA1IJ8/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1iORwQnavwG566oiw5zZ4s2ECwy_s1ooBDcH_1AiB8Fw/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1O2o7A2RlO4APHGTq3EolptHz_Iskpliigwy4LiUF0yw/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1fjhvzP09r4g5qyT1zNfLD53IgMr8XKbFyg3vrMMPACY/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/12D3qnPInwYndEp4QAoXcIi1ir8AP7gtlqC_AKZd4U3Q/edit?usp=sharing


1.​ 「〈一単語+動詞〉によるワンフレーズの前の-’sの省略」と「〈一単語+対格名詞〉によるワ
ンフレーズでの-’iの省略」が可能 

2.​ 動詞の前の(一単語の)副詞の前の-’sは省略可能だが、動詞の後の(一単語の)副詞の後
の-’iは省略不可能。但しnivは例外 

3.​ 動詞句にせよ対格名詞句にせよ一フレーズが三単語以上になる場合は省略できない 
4.​ 動詞派生名詞については、より省略許容の条件が緩くなっている/省略可能なときに積極

的に省略されると推測しうる 

第五回 (接辞の解釈順 その1) まとめ 
事前資料 議事録 
 
N/A 

第六回 (接辞の解釈順 その2) まとめ 
事前資料 議事録 
 
N/A 
 
 

https://docs.google.com/document/d/1dvqqNJkwQr2FTXyCQ5je7ug_0lt3NSnXK-vCDCTmdZ0/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/10Lld3St5ASJMKl43rvNdTUbFl7aX1K_e0457WfLp4aE/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/12p-hb5vwqZoCbIpSITK7W6cwGlUtfBGXOWTt51O6sEk/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1F5w46ucMoy22De68ekN3dd9Zc_pMMFzds0hXzj-VYys/edit?usp=sharing
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